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(57)【要約】
コントロール部分と、コントロール部分から延設される
シャフトとを備える、内視鏡。前記シャフトは、単一の
部品であるチューブを備えるフレームを有する。前記チ
ューブは、その少なくとも１つの長さに沿って複数の溝
を有し、それによって各溝の両側が空隙で隔てられる部
分として形成される。前記部分のうち第１の部分は、前
記部分のうち第２の部分のポケット内へと延びる突起部
を有する。前記突起部と前記ポケットとは、少なくとも
１つの方向で前記第１の部分および前記第２の部分の相
対運動を互いに制限するオーバートラベル・リミッタを
形成する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コントロール部分と；
　前記コントロール部分から延設されるシャフトと；
を有する内視鏡であって、
　前記シャフトは単一の部品であるチューブを備えるフレームを有し；
　前記チューブは、その少なくとも１つの長さに沿って複数の溝を有し、前記溝によって
各溝の両側に空隙で隔てられた部分が形成され；
　前記部分のうち第１の部分は、前記部分のうち第２の部分のポケット内へと延びる突起
部を有し、前記突起部と前記ポケットとは、少なくとも１つの方向で前記第１の部分およ
び前記第２の部分の相対運動を互いに制限するオーバートラベル・リミッタを形成する；
内視鏡。
【請求項２】
　前記チューブは超弾性合金から成る、請求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記溝は、前記チューブの半分以上に亘って設けられる、請求項１に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記溝は、前記チューブの両側から前記チューブに設けられる、請求項１に記載の内視
鏡。
【請求項５】
　前記チューブは、前記突起部およびポケットを有さない第２の溝を複数備える、請求項
１に記載の内視鏡。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの方向は、軸ねじれ方向である、請求項１に記載の内視鏡。
【請求項７】
　前記突起部は、前記ポケット内で縦方向に前方および後方に摺動しうるように構成され
る、請求項１に記載の内視鏡。
【請求項８】
　前記突起部の外側面は、前記チューブが軸方向にねじられる時、前記ポケットの対向す
る外側面に接触するように位置する、請求項１に記載の内視鏡。
【請求項９】
　各溝は、３次元的に湾曲したジグザグ形状を有する、請求項１に記載の内視鏡。
【請求項１０】
　各溝の両端は前記チューブの中心軸に対してほぼ垂直に位置合わせされ、それぞれ前記
チューブの反対側に位置する、請求項９に記載の内視鏡。
【請求項１１】
　超弾性合金から成る単一の部品であるチューブを備える、内視鏡シャフトフレーム部品
であって、前記チューブは、前記チューブの少なくとも１つの部分に沿って、前記チュー
ブの中へ複数の溝を備え、前記溝の各々は、ポケット内へ延出する突起部を形成すべく非
直線的な形状を有し、前記突起部および前記ポケットは、前記チューブの軸ねじれ変形を
制限するオーバートラベル・リミッタを形成する、内視鏡シャフトフレーム部品。
【請求項１２】
　前記溝は、前記チューブの半分以上に亘って設けられる、請求項１１に記載の内視鏡シ
ャフトフレーム部品。
【請求項１３】
　前記溝は、前記チューブの両側から前記チューブに設けられる、請求項１１に記載の内
視鏡シャフトフレーム部品。
【請求項１４】
　前記チューブは、前記突起部およびポケットを有さない第２の溝を複数備える、請求項
１１に記載の内視鏡シャフトフレーム部品。
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【請求項１５】
　前記突起部は、前記ポケット内で縦方向に前方および後方に摺動しうるように構成され
る、請求項１１に記載の内視鏡シャフトフレーム部品。
【請求項１６】
　前記突起部の外側面は、前記チューブが軸方向にねじれる時、前記ポケットの対向する
外側面に接触するように位置する、請求項１１に記載の内視鏡シャフトフレーム部品。
【請求項１７】
　各溝は、３次元的に湾曲したジグザグ形状を有する、請求項１１に記載の内視鏡シャフ
トフレーム部品。
【請求項１８】
　各溝の両端は前記チューブの中心軸に対してほぼ垂直に位置合わせされ、それぞれ前記
チューブの反対側に位置する、請求項１１に記載の内視鏡シャフトフレーム部品。
【請求項１９】
　コントロール部分と、
　前記コントロール部分から延設されるシャフトであって、請求項１１に記載の内視鏡シ
ャフトフレーム部品を備えるフレームを含むシャフトと、
を備える、内視鏡。
【請求項２０】
　超弾性合金のチューブを提供することと；
　前記チューブの少なくとも１つの部分の柔軟性を高めるべく、前記チューブへ複数の溝
を設けることと；
を含む方法であって、前記溝は、各々、ポケット内へ延出する突起部を形成すべく非直線
的な形状を有し、前記突起部および前記ポケットは、前記チューブの軸ねじれ変形を制限
するオーバートラベル・リミッタを形成する、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は内視鏡に関し、より具体的には内視鏡のシャフトに関する。
【従来技術の簡単な説明】
【０００２】
　参照することによって、その全体が本明細書に組み込まれる、米国特許第6,749,560B1
号明細書は、超弾性材料（superelastic material）から成るチューブと、直線的なスロ
ットとを有する、内視鏡シャフトを開示している。参照することによって、その全体が本
明細書に組み込まれる、米国特許第6,485,411B1号明細書は、超弾性材料から成るチュー
ブと、単一の螺旋スロットとを有する、内視鏡シャフトを開示している。
【特許文献１】米国特許第6,749,560B1号明細書
【特許文献２】米国特許第6,485,411B1号明細書
【摘要】
【０００３】
　以下の概要は、例示的なものであるにすぎないことが意図され、特許請求される発明の
範囲を制限することは意図されていない。
【０００４】
　本発明の一側面によると、コントロール部分と、前記コントロール部分から延設される
シャフトとを備える、内視鏡が提供される。前記シャフトはフレームを有し、このフレー
ムは単一の部品であるチューブを有する。前記チューブは、その少なくとも１つの長さに
沿って複数の溝を有し、それによって各溝の両側が空隙で隔てられる部分として形成され
る。前記部分のうち第１の部分は、前記部分のうち第２の部分のポケット内へと延びる突
起部を有する。前記突起部と前記ポケットとは、少なくとも１つの方向で前記第１の部分
および前記第２の部分の相対運動を互いに制限するオーバートラベル・リミッタを形成す
る。
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【０００５】
　本発明の別の側面によると、超弾性合金から成る単一の部品であるチューブを備える、
内視鏡シャフトフレーム部品が提供される。前記チューブは、前記チューブの少なくとも
１つの部分に沿って、前記チューブの中に複数の溝を備える。各溝は、ポケット内へ延出
する突起部を形成するために、非直線的な形状を有する。前記突起部および前記ポケット
は、前記チューブの軸ねじれ変形を制限するオーバートラベル・リミッタを形成する。
【０００６】
　本発明の別の側面によると、超弾性合金のチューブを提供することと、前記チューブの
少なくとも１つの部分の柔軟性を高めるべく、前記チューブへ複数の溝を設けることとを
含み、ただし前記溝は、各々、ポケット内へ延出する突起部を形成すべく非直線的な形状
を有し、前記突起部および前記ポケットは、前記チューブの軸ねじれ変形を制限するオー
バートラベル・リミッタを形成する、方法が提供される。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
　本発明の前述の側面および他の特徴は、添付の図面と併せて、以下の説明において説明
される。
【０００８】
【図１】本発明の特徴を組み込む、内視鏡の側面図である。
【０００９】
【図２】図1に示される内視鏡のシャフトの断面図である。
【００１０】
【図３】図2に示されるシャフトのフレームのために使用されるチューブの側面図である
。
【００１１】
【図４】図3に示されるチューブの一部分の拡大斜視図である。
【００１２】
【図５】チューブの曲がり方を示す、図3～4に示されるチューブの一部分の側面図である
。
【００１３】
【図６】外カバーを伴わない内視鏡の別の実施形態の遠位端の側面図である。
【００１４】
【図７】図6に示される遠位端の一部分の拡大斜視図である。
【００１５】
【図８】図4に示されるねじれリミッタの突起部の別の実施形態の断面図である。
【００１６】
【図９】図4に示されるねじれリミッタの突起部の更に別の実施形態の断面図である。
【００１７】
【図１０】図4に示されるねじれリミッタの突起部およびポケットの更に別の実施形態の
上面図である。
【００１８】
【図１１】図4に示されるねじれリミッタの突起部およびポケットの更に別の実施形態の
上面図である。
【００１９】
【図１２】図4に示されるねじれリミッタの突起部およびポケットの更に別の実施形態の
上面図である。
【実施形態の詳細な説明】
【００２０】
　図1参照すると、本発明の特徴を組み込む、内視鏡10の側面図が示されている。本発明
は、図面に示される例示的な実施形態を参照して説明されるが、本発明は、多くの代替の
形態の実施形態において具現化することができることを理解されたい。加えて、任意の好
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適なサイズ、形状、もしくはタイプの要素または材料が使用されてもよい。
【００２１】
　内視鏡10は尿管鏡である。しかしながら、別の実施形態において、内視鏡は、任意の好
適なタイプの内視鏡であってもよい。通常、内視鏡10は、ハンドルまたはコントローラ12
と、柔軟性または半柔軟性のシャフト14とを備える。シャフト14はハンドル12に連結され
る。またシャフト14は、その遠位端に、能動的に曲げることができる部分18と、曲げられ
るが能動的には曲げられない部分16とを有する。能動的曲げ部18をコントロールするため
のコントロールシステム22は、ハンドル12から能動的曲げ部18へと延在する。図2も参照
すると、コントロールシステム22は、概して、一組の制御ワイヤ24a、24bと、２つのワイ
ヤシース50a、50bと、アクチュエータ28とを備える。ワイヤ24a、24bは、その一端でアク
チュエータ28に接続され、その他端で能動的曲げ部18に接続される。
【００２２】
　好ましい実施形態において、ハンドル12は、ユーザによって動作されるスライド部また
はレバー30を有する。レバー30はアクチュエータ28に接続される。アクチュエータ28は、
コントロールシステム22の２つのワイヤ24a、24bを引っ張ったり緩めたりする。レバー30
がユーザによって動かされると、アクチュエータ28も動かされる。アクチュエータ28は、
ハンドル12に対して回転可能に接続されるドラムまたはプーリであってもよく、ワイヤ24
a、24bの一方を引っ張りつつ他方を緩めることができるようにされてもよい。別の実施形
態において、上記アクチュエータは、ロッカーアーム等の、コントロールシステム22のワ
イヤを引っ張ったり緩めたりする任意の好適なタイプのデバイスであってもよい。コント
ロールシステムが２組以上の制御ワイヤを有してもよい更に別の実施形態において、ハン
ドルは、追加の組の制御ワイヤを駆動するように、追加のアクチュエータと、対応するコ
ントローラとを有する。さらに他の別の実施形態において、ハンドルは、ラックおよびピ
ニオン機構を有するノブ、またはコントロールシステムのための他の好適なユーザによっ
て動作されるコントローラを有してもよい。
【００２３】
　シャフト14の一端はハンドル12に支持される。柔軟性を有するシャフト14は、コントロ
ールシステム22の制御ワイヤ24a、24bと、画像用光ファイバ束37と、照明用光ファイバ束
36と、作業チャネル38と、を有する。器具（図示せず）をチャネル38の中に挿入するため
のポート60は、ハンドル12上に位置する。ハンドル12はまた、光源（図示せず）を照明用
光ファイバ束36に接続するための光源ポスト62を有する。加えて、ハンドル12は、ビデオ
モニタ等の、別のデバイスに接続するための電気ケーブル63を有する。別の実施形態にお
いて、ケーブル63の代わりに、内視鏡は、接眼レンズを有してもよい。別の実施形態にお
いて、柔軟性を有するシャフトは、その中に異なるシステムを収容してもよい。
【００２４】
　シャフト14は、通常、フレーム26と、カバー32と、対物ヘッド34とを備える。図3も参
照すると、フレーム26は、通常、単一の部品であるチューブ40を備える。しかしながら、
別の実施形態において、フレームは、２つ以上のチューブ、例えば連続して接続される複
数のチューブから成ってもよく、更に別の部品を備えてもよい。チューブ40は、好ましく
は、TinelまたはNitinol等の、形状記憶合金材料から成る。形状記憶合金材料は、材料の
歪みが4％、または一般的な金属において、プラスチック変形を生じさせる、0.4％の典型
的な降伏歪みを上回る桁に近付いた時でも、材料の、曲げ、およびその自然のまたは既定
の位置弾力的に戻る能力によって呈される、その超弾性特性のために使用される。このた
め、「超弾性合金」という用語は、このタイプの材料を意味するために使用される。ワイ
ヤシース50a、50bもまた、参照することによってその全体が本明細書に組み込まれる、米
国特許第5,938,588号に開示されるもののような、このタイプの材料から成ってもよい。
別の実施形態において、チューブは、超弾性合金から形成されない場合もある。
【００２５】
　チューブ40は、開放前および後端部44、45を有する中心チャネル42を有する。またチュ
ーブ40は、その長さの少なくとも一部に沿って、溝46を有する。この実施形態において、
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溝46は、チューブの半分以上に亘って設けられる。しかし、実施形態によっては、溝のう
ちの１つ以上はチューブの半分以上に亘っては設けられない場合もある。本実施形態では
、溝は、チューブの異なる部分または長さに沿って、異なるパターンを有する。より具体
的には、この実施形態において、溝46は、3つの部分52、54、56に形成されているが、各
部分において溝46のパターンは異なっている。溝46の（１または複数の）パターンは、例
えば、以下の条件に基づいて、構成することができる。
・　隣接する溝間の距離または空間
・　チューブ40への溝の方向（１または複数の）
・　チューブへの溝の深さ
・　溝の幅
・　溝の形状、および
・　チューブの長さに沿った溝の異なる方向の合成
【００２６】
　別の実施形態において、チューブ40は、溝のパターンが異なる、例えば、１つまたは２
つ等の、3つ以上または以下の部分を有してもよい。加えて、部分間の溝のパターンは急
激に変えるのではなく、溝の形を徐々に変えたり、合成された形の溝を設けたりする遷移
ゾーンを設けたりしてもよい。本実施形態において、チューブ40は、その中に溝を有しな
い、２つの部分58、59を有する。
【００２７】
　図4を参照すると、チューブ40の前端部の拡大図が示されている。溝46は、第１の溝46a
と、第２の溝46bと、を有する。第１の溝46aは、実質的に直線であり、チューブ40の中心
縦軸に実質的に垂直に、チューブ自身に設けられる。第２の溝46bは、非直線的形状を有
する。この例示的な実施形態において、第２の溝46bは、３次元的に湾曲したジグザグ状
の形を有する。この形状は、突起部64と、ポケット66とを形成する。溝は、各溝46bの両
側に空隙で隔てられた部分48を形成し、その部分のうちの第１の部分は、向かい側の第２
部分のポケット66の中へと延出する突起部64を備える。第２の溝46bは、それぞれ端部47
を有し、一方の端部47は他方の端部47に対してチューブの反対側にある。２つの端部はチ
ューブの中心軸に対してほぼ垂直に位置合わせされる。第１の溝46aは、それらが直線的
であることから、ポケットおよび突起部を有しない。
【００２８】
　図5も参照する。溝46は、チューブ40が曲がることを可能にする。突起部64は、曲げら
れる間、ポケット66内で縦方向に前方および後方に摺動することができる。突起部64の外
側面68は、通常、ポケット66の外側面70から若干離間する。しかしながら、チューブ40が
、軸トルクまたはねじれ力を受ける場合、側面68、70は、相互に接触し、相互に対する隣
接する部分48のねじれを制限することができる。このため、突起部およびポケットは、少
なくとも１つの方向で第１および第２の部分の相対運動を互いに制限するオーバートラベ
ル・リミッタを形成する。この特定の実施例において、リミッタは、チューブ40の軸ねじ
れまたは変形を制限する。
【００２９】
　図6および7は、本発明の別の実施形態を示し、チューブ40'は、シャフトの遠位端にの
み提供される（シャフトの外カバーは、単に理解のために図示せず）。この例示的な実施
形態において、第２の溝46bは、シャフトの残りの部分との接合部72に近接する、チュー
ブ40'の後部分にのみ提供される。加えて、第２の溝46bは、チューブ40'の１つの側面に
のみ提供される。第１の溝46aは、チューブの他方の側面上にあり、第２の溝46bと交互配
置され、同一の側面上で第２の溝46bの前に位置する。相互に対する第１および第２の溝4
6a、46bの任意の好適な配設が提供されてもよい。異なって形成される溝が追加されても
よく、またはチューブは、第２の溝46bのみを有してもよい。
【００３０】
　図4は、突起部64を片持ち梁状の長方形として示している。しかしながら、突起部64の
うちの１つ以上は、異なる形状を有してもよい。図8は、内向きに形成された先端74を有
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する突起部64'を例示する。図9は、内向きに形成された中央部76を有する突起部64''を例
示する。図10は、突起部が、傾斜した外側面68'を有する、ポケット66内にある突起部78
を例示する。ポケット66内の突起部78の縦方向位置に依存して（チューブの曲がり方の量
に基づいて等）、許容される軸ねじれの量を、この実施形態によって変化させることがで
きる。
【００３１】
　図11は、ポケット80および突起部82の形状を使用して、軸ねじれの量（方向90における
相対運動）を制限することに加え、縦方向運動88（外側面84、86が相互に対して楔着する
時）を制限することができる、別の実施形態を例示する。これは、チューブの曲がり方の
量を制限することができる。
【００３２】
　図12は、突起部92が、オーバートラベル・リミッタにバネ作用を提供するように、弾力
的に曲げることが可能なバネ部94を有する、別の実施形態を例示する。
【００３３】
　本発明は、超弾性合金のチューブを提供することと、チューブの少なくとも１つの部分
の柔軟性を高めるべくチューブへ複数の溝を設けることとを含む、方法を提供することが
できる。ここで前記溝は、各々、ポケット内へ延出する突起部を形成すべく非直線的な形
状を有する。前記突起部は、前記ポケットに対して縦方向に移動することができるが、前
記ポケット内での横方向の移動は制限される。前記突起部および前記ポケットは、前記チ
ューブの軸ねじれ変形を制限するオーバートラベル・リミッタを形成する。この溝を制作
する方法は、例えば、チューブ内で溝をレーザ形成することを含むことができる。
【００３４】
　曲げ面に対して垂直な溝を有する、超弾性合金を含むチューブフレーム部材を有する、
従来の内視鏡は、上に記載されるように既知である。これらの溝の形状は、曲げ弾性にお
いて必要とされる要件に対応する。場合によっては、レーザ切断チューブから作製される
、溝付きのチューブは、長年にわたり、柔軟性尿管鏡の能動的曲げ部分において使用され
、優れた成功を収めている。一般的に、溝付きのチューブは、１つの方向、または対向方
向に曲がるように、設計されており、最大で溝付きのチューブの長さは約2インチである
。
【００３５】
　内視鏡の新しいデザインは、２つの対向方向に同じような曲げ能力を有する、溝付きの
長いチューブを使用している。これらの長い型の溝付きチューブは、チューブの近位端で
破損する傾向があることをいくらか示している。現在のところ、長い溝付きチューブは、
遠位端にある内視鏡の先端が、医療処置の間、横方向に操作されている（ねじられている
）ため、近位端において、（以前のデザインによる短い溝付きチューブよりも）より高い
トルク力を経験する可能性がより高いと理解されている。従来のデザインは、内視鏡の曲
げ部分の近位端において柔軟性が高かったと考えられるが、長い溝付きチューブ（約3イ
ンチ長）を利用する曲げ部分は、そのような近位部分の柔軟性を有しない。こうしたより
強力なトルク力は、長い溝付きチューブの近位部分を強力にねじったり、変形させたりす
る可能性があり、この変形は、溝付きチューブのフレームに超弾性材料を使用していても
、材料の強度低下をもたらす可能性がある。既存の溝付きチューブのフレーム部材は、高
い「曲げ柔軟性」および低い「トルク抵抗安定性」のため、曲げ負荷に良好に機能するが
、角度負荷（トルク）には耐えることができない。
【００３６】
　前述より更に長い溝付きチューブでは、溝付きチューブの近位端（曲げの前）は、その
領域において開放溝の底部から隣接する溝を示す、いくらかの顕著な曲げ線を伴って、ね
じれを吸収していると考えられ、チューブ構造は、ねじれが先端に伝搬することを可能に
するとは考えられなかった。このため、先端の操縦は、シャフトの遠位端全体は、シャフ
トが曲げ面に留まっている状態で移動しうる範囲でのみ可能であり、その移動は本質的に
直線であり、直交する角の周囲で湾曲はない状態であると考えられてきた。
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【００３７】
　本発明の目的のうちの１つは、強力なねじれによる溝付きチューブの近位部分の材料の
変形を低減すること、ひいては、材料の強度低下の大きな発生源を排除することである。
提案されるデザインの基本的相違は、溝と溝との間のリング（部分48）が、溝の中央に設
けられ、溝付きチューブの軸に沿った方向を有する、突出部またはタブを有することと、
チューブの次のコイル（部分48）に、対応するノッチが設けられているということである
。突出部またはタブ64は、キーとして機能することができる。ポケット66の位置は、曲げ
面に対して垂直であり、これは、溝付きチューブの耐久性を大幅に改善するはずである。
このソリューションは、高い曲げ柔軟性と低いトルク抵抗安定性という物理的矛盾を解決
するのに役立つことができる。提案される溝付きチューブのキーデザインの実装により、
チューブトルク抵抗力を増大させるだけでなく、曲げ面からの逸脱（スキュー，skew）に
おいても溝付きチューブをより安定させる。
【００３８】
　従来の溝付きチューブのフレーム部材におけるリング／コイルは、ねじれが生じた場合
、互いに横方向にずれてしまう、または、ずれてしまう可能性があり、隣接する溝間の材
料網を曲げて、恐らく、応力を受ける部位でしわが形成される。一方、本発明では、相互
係止タブ（キー）を有する部分がねじられる場合、タブは、横方向の相対変位をほとんど
伴わずに、ねじれ力を隣のリング（部分48）へ移行させる。これは、事実上、過剰な材料
変形、および関連する過剰な応力を排除する。タブ64は、溝付きチューブが曲がる場合、
依然として溝へのタブの係合が失われないように、隣接するスリット66の中へ十分に延出
するようにされる。タブ（キー）形状は、既存の部分48間の最少量の横方向相対変位、ひ
いては、最少量の材料曲げおよび関連する応力を伴って、ねじれ力を隣のリング（部分48
）へ移転させるように、全体のチューブ設計における変更を可能にするように変化されて
もよいが、基本目的は維持される。
【００３９】
　前述の説明は、本発明の例示に過ぎないことを理解されたい。本発明から逸脱すること
なく、当業者によって、種々の代替および修正を考案することができる。例えば、種々の
従属請求項に記載される特徴は、任意の（１または複数の）好適な組み合わせにおいて、
互いに組み合されてもよい。加えて、上に説明される異なる実施形態からの特徴は、選択
的に、新たな実施形態に組み合されてもよい。したがって、本発明は、添付の請求項の範
囲内にある、全てのそのような代替、修正、および変更を包含することが意図される。



(9) JP 2012-528651 A 2012.11.15

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(10) JP 2012-528651 A 2012.11.15

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(11) JP 2012-528651 A 2012.11.15

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【手続補正書】
【提出日】平成24年1月11日(2012.1.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コントロール部分と；
　前記コントロール部分から延設されるシャフトと；
を有する内視鏡であって、
　前記シャフトは単一の部品であるチューブを備えるフレームを有し；
　前記チューブは、その少なくとも１つの長さに沿って複数の溝を有し、前記溝によって
各溝の両側に空隙で隔てられた部分が形成され；
　前記部分のうち第１の部分は、前記部分のうち第２の部分のポケット内へと延びる突起
部を有し、前記突起部と前記ポケットとは、少なくとも１つの方向で前記第１の部分およ
び前記第２の部分の相対運動を互いに制限するオーバートラベル・リミッタを形成する；
内視鏡。
【請求項２】
　前記チューブは、前記突起部およびポケットを有さない第２の溝を複数備える、請求項
１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記複数の溝の各々は、前記チューブの長さに沿って各々異なるパターンを有する、請
求項１または２に記載の内視鏡
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【請求項４】
　前記溝は、前記チューブの両側から前記チューブに設けられる、請求項１から３のいず
れかに記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記溝は、前記チューブの半分以上に亘って設けられる、請求項１から４のいずれかに
記載の内視鏡。
【請求項６】
　前記チューブは超弾性合金から成る、請求項１から５のいずれかに記載の内視鏡。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの方向は、軸ねじれ方向である、請求項１から６のいずれかに記載
の内視鏡。
【請求項８】
　前記突起部は、前記ポケット内で縦方向に前方および後方に摺動しうるように構成され
る、請求項１から７のいずれかに記載の内視鏡。
【請求項９】
　前記突起部の外側面は、前記チューブが軸方向にねじられる時、前記ポケットの対向す
る外側面に接触するように位置する、請求項１から８のいずれかに記載の内視鏡。
【請求項１０】
　各溝は、３次元的に湾曲したジグザグ形状を有する、請求項１から９のいずれかに記載
の内視鏡。
【請求項１１】
　各溝の両端は前記チューブの中心軸に対してほぼ垂直に位置合わせされ、それぞれ前記
チューブの反対側に位置する、請求項１から１０のいずれかに記載の内視鏡。
【請求項１２】
　超弾性合金から成る単一の部品であるチューブを備える、内視鏡シャフトフレーム部品
であって、前記チューブは、前記チューブの少なくとも１つの部分に沿って、前記チュー
ブの中へ複数の溝を備え、前記溝の各々は、ポケット内へ延出する突起部を形成すべく非
直線的な形状を有し、前記突起部および前記ポケットは、前記チューブの軸ねじれ変形を
制限するオーバートラベル・リミッタを形成する、内視鏡シャフトフレーム部品。
【請求項１３】
　前記チューブは、前記突起部およびポケットを有さない第２の溝を複数備える、請求項
１２に記載の内視鏡シャフトフレーム部品。
【請求項１４】
　前記複数の溝の各々は、前記チューブの長さに沿って各々異なるパターンを有する、請
求項１２または１３に記載の内視鏡シャフトフレーム部品。
【請求項１５】
　前記溝は、前記チューブの半分以上に亘って設けられる、請求項１２から１４のいずれ
かに記載の内視鏡シャフトフレーム部品。
【請求項１６】
　前記溝は、前記チューブの両側から前記チューブに設けられる、請求項１２から１５の
いずれかに記載の内視鏡シャフトフレーム部品。
【請求項１７】
　前記突起部は、前記ポケット内で縦方向に前方および後方に摺動しうるように構成され
る、請求項１２から１６のいずれかに記載の内視鏡シャフトフレーム部品。
【請求項１８】
　前記突起部の外側面は、前記チューブが軸方向にねじれる時、前記ポケットの対向する
外側面に接触するように位置する、請求項１２から１７のいずれかに記載の内視鏡シャフ
トフレーム部品。
【請求項１９】
　各溝は、３次元的に湾曲したジグザグ形状を有する、請求項１２から１８のいずれかに
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記載の内視鏡シャフトフレーム部品。
【請求項２０】
　各溝の両端は前記チューブの中心軸に対してほぼ垂直に位置合わせされ、それぞれ前記
チューブの反対側に位置する、請求項１２から１９のいずれかに記載の内視鏡シャフトフ
レーム部品。
【請求項２１】
　コントロール部分と、
　前記コントロール部分から延設されるシャフトであって、請求項１２から２０のいずれ
かに記載の内視鏡シャフトフレーム部品を備えるフレームを含むシャフトと、
を備える、内視鏡。
【請求項２２】
　超弾性合金のチューブを提供することと；
　前記チューブの少なくとも１つの部分の柔軟性を高めるべく、前記チューブへ複数の溝
を設けることと；
を含む方法であって、前記溝は、各々、ポケット内へ延出する突起部を形成すべく非直線
的な形状を有し、前記突起部および前記ポケットは、前記チューブの軸ねじれ変形を制限
するオーバートラベル・リミッタを形成する、方法。
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